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「温暖化は終わった。地球沸騰化の時代が到来した」
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求められる脱炭素経営

脱炭素化は経営上の重要課題となっています

• 欧州連合（EU）は、 2022年12月に国境炭素

調整措置（CBAM）を導入することを合意

• 日本政府は「2050年カーボンニュートラル」

を宣言。脱炭素に向けた取り組みが継続協議

されている

• 2015年で662億ドルだった世界ESG投資は

2021年には9,281億ドルへ拡大※1

• 多くの金融機関が、企業の社会的意義や環境課

題に向けた活動を投資判断の基準に含めている

• 日本の若者は環境問題や社会課題の内、

「気候変動・温暖化」への関心が最も高い

• 就職先選択や商品購入において、企業が環境

問題に取り組んでいるかが判断要素に含まれ

始めている

脱炭素化を推進する
炭素税や法規制の動き

投資家や金融機関からの
投資判断の基準に

若者を中心とした
脱炭素への関心の高まり

※1出所： 三菱総合研究所 世界と日本のESG投資動向
※2出所： 日本総合研究所 若者の意識調査（報告）ESGおよびSDGs、キャリア等に対する意識

環境問題や社会課題に
取り組んでいる企業で働く意欲

※2

ESG金融
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脱炭素経営に向けた取り組みの広がり

多くの企業がサプライチェーン全体の脱炭素化に向けた活動に

賛同・目標設定を行っています

出所：TCFDコンソーシアム 2023年2月22日時点

企業の気候変動への取組、
影響に関する情報を開示する枠組み

世界賛同機関数 ：4,227機関
内日本賛同機関数：1,211機関

対象：企業、政府機関など

出所：環境省 2023年3月31日時点

パリ協定の温室効果ガス削減シナリオと
整合した目標設定を促す枠組み

世界認定企業数 ：4,614社
内日本認定企業数：  438社

対象：企業

出所：環境省 2023年1月10日時点

企業が事業活動に必要な電力の100%を
再エネで賄うことを目指す枠組み

世界参加企業数 ：397社
内日本参加企業数： 77社

対象：企業
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サプライチェーン排出量とは
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トヨタ自動車
Tier1に対して 前年比3%減 要請

• ライフサイクルのすべてのプロセスにおける

カーボンニュートラル実現を掲げ、2030年には

2013年比CO2排出量25%以上の削減を目指す

• Tier1の主要部品メーカーに対し、前年比3％減

のCO2削減を要請（2021年6月報道）

出所：TOYOTA Sustainability Data Book 2022年12月

大和ハウス工業
サプライヤの 削減目標達成 を目指す

• 2025年までに主要サプライヤーの90％と

パリ協定に沿った温室効果ガス削減目標を共有

• 省エネ・再エネの取り組みにおいて協働する

ことで、2030年までに主要サプライヤーによる

温室効果ガス削減目標の達成を目指す

出所：大和ハウス工業 環境長期ビジョン “Challenge ZERO 2055”

ブリヂストン
サプライヤに SBT目標設定 を要請

• 2030年までに、生産活動により排出するCO2

排出量の5倍以上のCO2削減に貢献していくこと

を目標として設定

• 2026年までに、購入した製品・サービスに

関わる排出量の92％に相当するお取引先様が

SBTを設定することを目標とする

出所：ブリヂストン ホームページより一部抜粋

加速するサプライヤへの脱炭素要請

サプライヤへの脱炭素要請は今後さらに加速する見込み

取引先との事業継続のためには脱炭素化が必須です
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脱炭素までのステップ

脱炭素を実現するためには以下のステップで検討が必要です

情報開示 機会の創出
クレジット
購入・創出

削減対策
の実行

排出削減
計画の策定

排出削減
目標の設定

GHG排出量の
算定と開示

気候変動
リスクの把握

気候変動リスクの把握

GHG排出量の算定と開示

排出削減目標の設定

排出削減計画の策定

削減対策の実行

クレジット購入・創出

• 事業に影響を与える気候変動リスクの把握

• 自社や製品のGHG排出量の把握

• GHG排出量をいつまでにどの適度削減するか目標決定

• GHG排出量削減のロードマップの策定

• 再エネ、省エネへの切替や、生産プロセス改善などによるGHG排出量削減の実行

• カーボンクレジットによるオフセットや、カーボンクレジット創出による価値化

情報開示

機会の創出

• GHG排出量算定情報や環境における取組の情報発信

• 新たな顧客、取引先の創出や、人材の確保
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Scope３開示の圧力
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日本国内の動き

足元の議論では、27年3月期（会計期間：26年4月

～27年3月）の有価証券報告書への記載義務化が検

討されており、今年度中に最終化される見込みです。

開示対象企業についても、時価総額で何段階かに区

分けされております。

出典）https://www.murc.jp/library/column/qmt_240610/

https://www.murc.jp/library/column/qmt_240610/
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サプライチェーン排出量とは
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Scope1
自社

Scope2
自社

Scope3
上流

Scope3
下流

自社

【参考】Scope3/Cate-1：排出量算定のステップ

自社内で収集可能なデータによる簡易的な算定から

サプライヤから収集するデータを反映した精緻な算定へ

調達製品別の排出量データを収集し

排出量削減余地を精度高く分析

サプライヤから排出量データを収集し

各サプライヤの削減努力をScope3の評価に反映

まずは自社内で収集可能なデータを利用して

Scope1-3の排出量を算定・可視化

公開原単位DB

（環境省など）

自社

Scope1
自社

Scope2
自社

Scop
e3
上流

Scop
e3
下流

サプライヤ

総排出量から按分した
排出係数データ

Scope1
自社

Scope2
自社

Scope3
上流

Scope3
下流

カテゴリー1

Scope1
自社

Scope2
自社

Scope3
上流

Scope3
下流

自社

Scope1
自社

Scope2
自社

Scop
e3
上流

Scop
e3
下流

サプライヤ

調達製品別に
配分された

排出係数データ

カテゴリー1
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ステップ 1

ステップ 2

ステップ 3

公開原単位を活用した

排出量算定

サプライヤ固有の原単位

（組織ベース）を活用した算定

サプライヤ固有の原単位

（製品ベース）を活用した算定
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Scope３・輸送のCO2算定方法
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物流におけるCO2削減は、算定精度の向上から始まる可能性が高いです

現状の算定方法

簡易に算定できるため、採用しやすい
（MISIでも採用）
実態を反映した算定ではないこと、削
減策の検討に使いづらいことから、算
定方法の改善が必要とされている

トンキロ法による算定

燃料法

燃費法

改良トンキロ法

状況に応じて精度の向上が検討される
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荷主の動向（カーボンフットプリント）
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自動車の商流では？

製品単位のCO2排出量を算定する手法で、欧州を中心に急速にニーズが高まっています

素材メーカー
（高炉）

Tier３
（コイルセンター）

Tier２
（部品メーカー）

Tier１
（メガサプライヤー）

自動車メーカー
リサイクル

業者

あらゆるプロセスで輸
送は不可欠なデータと
なる。益々、輸送部門
のCO2排出量の視える
化・削減が重要となる
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カーボンフットプリント情報を活用した具体的な規制

炭素国境調整措置（CBAM）

19

• 輸入者は、「認定CBAM宣言者(reporting declarant)」として申告を行うとともに、有償の
「CBAM証書(CBAM certificates）」を輸入量に応じて納付する義務を負う。

• 輸出品の製造・販売に関わる事業者は、製品のCO₂排出量を輸入者へ報告する必要がある。

出典：ウェイストボックス/TÜV SÜD Japan合同セミナー資料（TUV SUD作成部分）
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カーボンクレジットとは？

出典：NTTコミュニケーションズ
https://openhub.ntt.com/journal/7876.html

カーボンクレジットとは、

主に企業間で温室効果ガスの排出削減量を売買できる仕組みのこと
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カーボンクレジットの2つの取引制度

カーボンクレジットの取引制度には、主に「ベースライン&クレジット制度（削
減量取引）」と「キャップ&トレード制度（排出権取引）」の2種類がある

概要

制度イメージ

◼ 温出効果ガスの削減量を取引する制度
◼ 自社の温室効果ガス排出量が削減によって見通しを

下回った場合、削減量がクレジットとして認証され、
市場で取引される

◼ 温室効果ガスの排出権を取引する制度
◼ 事業所ごとに割り当てられた排出枠に対して、排出

量を削減して余った分の枠を、クレジットとして市
場で取引される

ベースライン&クレジット制度 キャップ&トレード制度

参考：経済産業省
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/carbon_credit/pdf/001_04_00.pdf
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カーボンクレジットの種類

調達できるクレジットは多々存在している

プロジェクトの地理的合成や目的に合わせた種類を選択し、調達されることが多い
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カーボンクレジット事例

物流共同配送によるカーボンクレジット

専属便で行っていた配送を、共同配送へ変えることにより、

削減されるCO2排出量を「カーボンクレジット」として国が認証
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カーボンクレジット事例

森林由来カーボンクレジット

J省エネルギー設備の導入や再生可能エネルギーの利用によるCO2等の排出削減量や、

適切な森林管理によるCO2等の吸収量を「クレジット」として国が認証する制度

出典：林野庁
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カーボンクレジット事例

水田メタンガス削減によるクレジット

稲作における中干期間を延長しメタンガスの排出を削減し、

カーボンクレジットとして経済価値化し、得られる収益を生産者へ還元
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脱炭素は脅威か？チャンスか？
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MIeCO2による課題解決領域

30

GXによる競争力強化・規制対応/業務効率化を実現します！

競争力強化

規制対応・

業務効率化

現在地点

収益性向上につながる

グリーン・トランスフォーメーション

攻めのGX

守りのGX

•採用強化

•ブランディング

•カーボンデザイン 等

•排出量算定

•排出削減

•規制対応 等
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物流課題解決の環境価値訴求

31

物流2024年問題対応は、環境価値創出を通じた事業強化につながる可能性があります

物流2024年問題を起点とする物流課題(弊社理解)

ドライバー1人あたり

走行距離の短縮による

売上・利益減少

業務効率化

人員確保

積載率向上

単位当たり

CO2排出量の削減

単価上昇

環境価値の創出

MIeCO2による貴社事業強化

活かすMIeCO2で

価値訴求すると..

見えるMIeCO2で

可視化すると..

活かすMIeCO2で

サービス強化すると..
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「メタル便」が選ばれる

32

鉄鋼物流業界の脱炭素に向けた実証実験を2024年8月より開始しております
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従業員に選ばれる会社

33
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燕運送様の事例

34

サステナビリティページの作成をお手伝いしました
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脱炭素配送の取り組みを通した、環境付加価値の提供が広まっています

脱炭素配送の広がり

※1 出所：日本郵便 日本郵便初の「エシカル配送」の取り組みをレポート！
※2 出所：ヤマト運輸 カーボンニュートラル配送宅急便

35

日本郵便 ヤマト運輸

カーボンニュートラル配送※２エシカル配送※１

• 配達車両へのEV導入、再生可能エネルギーの導入、カーボ
ンクレジット利用によるカーボンオフセット等により、カー
ボンニュートラルを達成。

• 国際規格ISO 14068-1:2023に準拠し、検証を受ける。
• カーボンニュートラル配送として宣伝を行う。

• 「J-クレジット」を利用し、通常の配送料金にオフセット料
金（100円）を上乗せし、「カーボンオフセット対応商品」
として商品を販売・配送。

• 環境付加価値を提供し、予想を上回る購入数を達成。

MIeCO2で排出量を算定、クレジットを活用することで、
貴社でもカーボンニュートラル配送の価値訴求が可能になります
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サプライチェーン横断の脱炭素化に向けて

鉄鋼業界・ICT業界・環境コンサル業界のリーディングカンパニーが

サプライチェーン横断の脱炭素化に向けて を立上げ

37

ICTとOTを融合したソリューションの

蓄積による、データ利活用、クラウド、

IoT、セキュリティなどの技術知見

世界最大級の通信事業者

ICTとOT融合ソリューションの知見

NTT Communications

サプライチェーン排出量算定から

カーボン・オフセットなど脱炭素化

経営に関する知見

CO2排出量見える化に特化した

環境ソリューションプロバイダー

WasteBox

国内外での幅広い取引により確立した

グローバルビジネス基盤が持つ機能と、

鉄鋼業界に関連する多様な知見

「鉄鋼流通のプロ」

鉄鋼業界の豊富な知見・ネットワーク

伊藤忠丸紅鉄鋼
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『お客様に寄り添い、

ビジネスと地球に、持続可能な未来を』

～MIeCO2は、脱炭素社会におけるサプライチェーンのハブとして

ビジネスと地球に貢献するご提案を約束します～

MIeCO2が大切にしていること
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 ラインアップ

39

社内での脱炭素取組から、社外への環境価値訴求まで

ワンストップで伴走支援します

社内を中心とした脱炭素取組ループ 社外ステークホルダーへの環境価値訴求ループ

ESG対応方針・戦略策定

見える

教えて

排出量算定・開示対応

排出量削減

減らせる 活かす

環境価値訴求

取引先 従業員・消費者

Scope3・CFP
削減

環境に優しい
製品

算定・削減の疑問から
気候変動リスク分析・
ESG戦略策定まで
貴社のお悩みを解決

企業/製品単位の算定を
範囲・ロジック検討から
データ収集・算定・開示
まで一貫してご支援

再エネ・生産性向上・
資源リサイクル等
による削減実行および
オフセットをご支援

低炭素製品企画・
クレジット創出・
環境価値訴求による
採用強化をご支援

貢献

取引先との協調・優秀人材採用による取組み加速

利益創出による
環境投資加速

環境に優しい
イメージ形成

自社取引先
排出量削減

ステークホルダーからの還元
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